モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

１．モデル事業の計画段階のプロセス
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

　精神障害者の
社会復帰支援は、長い年月にわたって精神病院での治療や院内リハビリが担ってきた。その後、保健師や精神科ソーシャルワーカーの支援もあり、家族会活動も活発となり、地域生活者としての暮らしの支援を目的としたグループホームや作業所開設も進んだ。しかし、地域で暮らすには、まず以下の生活費が必要となってくる。

家賃（部屋代）　　　　20,893円（10,000円～35,000円）

設備等負担金　　　　　 6,786円（ 5,000円～ 8,000円）

共益費　　　　　　　　10,375円（ 9,500円～15,000円）　　　　　　 　

その他（水道・光熱費） 2,221円

食費（1日3食）　　 　40,000円

80,275円

施設利用者の大半の方が、障害基礎年金2級月66,000円の収入で、不足分は家族からの援助や預貯金の取り崩しとなるが、家族もだんだん高齢化し、いつまでも金銭的な援助が望めない。経済的な基礎がなくなったとき、当事者は年金収入だけでは地域での暮らしの継続ができない。

　精神障害者は疲れやすく集中しにくいといった特性を持ち、一般就労することは容易ではない。クローバーハウスでは、ゆったりとした日中活動としての作業が中心であったため、作業収入は横ばいで、利用者が増えるにしたがって一人当たりの工賃は年々低下していった。

　そこで、高収入を得る作業の導入が課題となったが、利用者からの相談や訴えの対応をしながらの作業、工賃アップは施設の力だけでは限界にきていた。障害者自立支援法施行により、障害福祉サービスは増え、選択できるようになったというものの、経済基盤がなくては希望する暮らしの実現ができない。当事者の経済的自立を保障するため、どうすれば工賃のアップができるかを模索中に、「工賃水準ステップアップモデル事業」の募集を知り、専門家のアドバイスを受けて月給５万円の利用者工賃を実現できる可能性を求め、迷わず応募した。


　② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

　三重県社会福祉協議会主催の経営研修会で講義を受け、またＴＫＣの会計研修会に参加する機会もあり、八木氏が知的障害者施設でコンサルタント業務をされていることや、すでに実績を上げていることを周知していたので、選定にあたって第一候補にあげた。モデル事業についての説明をするために面接を行ったところ、障害者の就労問題にも力を入れており、熱い想いを感じた。「障害者の自立」とは、働いて収入を得て生活することと定義された小倉昌男氏の「福祉を変える経営」を教科書とし大切にされていることも共通理解として重要視した。運営会議で協議の結果、今回の事業に関してコンサルタント業務を依頼することに決定した。


　

③ 対象事業（対象作業科目）の選定の方法とプロセス

	・どのような対象事業の選定方法（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象事業の決定に至ったのか

　

　事業開始にあたって、法人全体でステップアップの目的や障害者の人権を守ることの意義についての確認作業を行った。

　平成１７年度実績による作業種目の現状と分析を行い、作業収入と利用者の参加、経費、職員の配置等を検討した。コンサルタントから、分析のポイントと対策についての助言もあり、以下の評価をした。

　　【作業の評価】

作業種目

17年度実績(円)

評価

パン製造・販売

2,766,478

 ◎

経験者雇用により種類も品質も向上できる

クッキー

1,937,446

 ○

プレゼントやイベントとして需要が多い

シフォンケーキ

  　308,750

 △

製造をはじめたばかり　将来性に期待

手工芸

    　340,216

 ×

ニーズが少ない　商品としての技術に欠ける

農耕

    　350,560

 ×

人手がかかる　商品価値の高い物ができない

小売

    　227,246

 ○

顧客がつけば一定の収入を見込める

受託作業

    　239,467

 ○

収入は少ないが利用者の仕事として必要　

　

　以上の結果を踏まえ、職員に諮った結果、現在の職員定数でいくなら手工芸と農耕を止めざるを得ないという提案があった。手工芸作品は製作に時間がかかりすぎ、手間をかけて作っても日常生活に特に必要でないものであれば需要もなく、作品も在庫となっている現状から中止に納得できた。農耕も屋外で体全体を使っての作業は楽しく気分転換となって捨てがたいものもあったが、職員の支援量が多く必要で、なお市場で商品として通用する野菜は作れない、時には苗代にもならないという技術的な問題もあったので今期限りで終了することとなった。受託作業は収入としては少ないものの、毎日決まった仕事をすることで安定している利用者のためにぜひ残さなければならない。ただし、今後はより単価の高い仕事を受託するよう努めていくことにした。焼き菓子類は、ようやく知名度も出てきて、イベントや贈り物に使っていただけるようになったところでもあり、ストックのきくものであるから継続していこうと決めた。

　パンは、どこの家庭でも食べることから、さらなる販売量か期待できる。しかし、街のパン屋さんが次々開店して、また、つぶれる店も多い。過当競争ともいわれる時代に、生き残るにはよほどの特色がないと存続が難しい。現時点では商品開発力もないし、他店に誇れるパンも持っていないが、パン職人に技術指導を受けたり、研修により技術も磨くことができる。パンは、ご飯代わりにもおやつにもなる消費性の高いものである。地元の小麦粉や野菜・卵など農産物を使っての「地産地消」であれば、生産者も製造者も消費者も経済活動に貢献できる。

　コンサルタントからも、６ヶ月で目標とする収入を期待するなら、新しい事業の導入より早く成果を上げられるとアドバイスをもらい、業態転換はせず今までの作業種目の中から、パンを主軸にした大量生産と販路拡大で工賃アップを図ることに全員一致で決定した。


　④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのか

　目標工賃支払いのためには、冷凍生地方式を導入した場合には、現状の3倍（約3,500万円）となり、現行のスクラッチ方式では2倍（約2,500万円）の売上金額が必要となる。さらに見学や研修に参加し検討した結果、冷凍生地に切り替えるには、300万円強の設備投資が必要なことがわかり、現行のスクラッチ方式で進めることにした。また、県内外のパン屋さんでの購入の結果、ほとんどが冷凍生地使用と推定された。他店との差別化や夢の郷パンファンの期待を裏切らないためにも、粉から手作りのパンを手放すことはできないとみんなで話し合った。

　2,500万円の売上げで5万円の工賃実現を目指すには、1日800個の生産が必要となるため、経費で支払い可能な機械類の投資を検討し、中古の分割丸め機を購入した。テスト生産を行なった結果、3人で8時間800個のパンが焼けることが検証できた。その後、夢の郷支援者からの発酵器の贈与もあり、大量生産に向けての闘志をさらに高めることができた。

　販売においては、コンサルタントからのアドバイスを受け、2,500万円を分解して、パンセット販売で1,500万円、現行の対面販売で500万円、量販店での販売で500万円という、具体的なそれぞれの売上げ目標を立てた。


　

⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのか

　福祉施設における工賃アップには、地域の力が不可欠と考え、それぞれの分野で専門的に活躍されている方々に協力をお願いした。

　まず、三重県社会就労センター協議会会長・松村浩氏に今後の事業の進め方について相談し、地域ネットワーク会議についての助言をもらった。

製品のボトムアップのため「製造・販売・商品開発技術アドバイザー派遣事業」でもお世話になった地域での老舗菓子館社長に事業の主旨を説明し、賛同を得た。また、夢の郷製品の常連購入者でもある宝石結納店女性社長に消費者のプロとしての視点からのご意見をいただきたく依頼した。地元津市健康福祉部高齢障がい福祉課・津市社会福祉協議会は、即座に委員を受けてもらえ、心強く思った。津商工会議所については、合併後であり、代表として久居支所よりお越しいただいた。地元のジャスコ店にも委員をお願いしたが、参加は難しかった。健康福祉部障害福祉課にも依頼したが、県の機関は、生産の観点で農水商工部産業支援室を紹介され、ご出席いただいた。その後、ネットワーク委員の推薦もあり、生活共同組合コープみえ理事にも参加してもらうようにもなった。このようにして、多方面で活躍されているスペシャリストに足を運び、事業内容を理解していただいた上で、構成委員となっていただいた。その結果、一人ひとりが我がことのように考え、熱く議論してくださった。

当施設からは担当職員だけでなく、利用者代表にも交替で出席を依頼し、工賃アップに向けての取り組みを実感してもらえるようにした。


　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

　「工賃アップ」については、地域での暮らしの継続には必須であると理解していたので、目的については特に異論は無かった。ただし、授産施設の職員は利用者ケアが中心で工賃を支払うために働いているという目的意識が薄かったので、意識改革に至るまでにコンサルタントの力を借りた。「私たちは何のために働いているのか」を問いかけ「自分たちの仕事は障害者の地域での暮らしを支えるため」であると認識した。その後は、そのための具体的な目標を見つけ出すことができた。

　「工賃アップ」が単にトップダウンの指令であったときには、なぜ自分たちだけ忙しいのか不満もあったが、協議をすすめるうちに、障害者が地域で暮らすため生活支援と日中活動支援（就労支援）は大切な２本柱であること、その経済的な基盤を作るための就労支援の役割をするのがクローバーハウスであることを確認した。ケアだけが福祉職の仕事ではないことを理解し、クローバーハウスの職員は同じ価値観を持ち、自分はこうしたい、こうありたいとやることが明確になり、目標を持って仕事をすることができた。

　中には「そんなことできない」（そんなことはしたくない）という職員もいた。全体会議や対外的な場でも発言することがあり、士気を下げることもあった。ひとりが弱音を吐くと、事業そのものの目的から、新たに話し合わなければならない。目標を決めて、さあやろうという時に今までの確認は何だったのかと腹立たしい気持ちにもなった。そこで、なぜできないのか、どこがわからないのかを聞き、できるところや解るところからはじめようと話し合った。本人は何度も職種の変更を申し出、職場の異動も考えたが、チーム全体でやっていきたい、今はやる気のない人にもやる気を出してもらい一緒に成功させたいとの職員間の意見を尊重し、共に目標に向かって事業を進めてきた。

　数値目標に関しては、売上げの数字だけでなくグラフにして会議の検討材料にした。毎月売上げが増えていくようすがはっきり見えて成果もわかり、やる気が出た。経営状況はリアルタイムで、聞かれたらすぐにデーターを取り出し、明示した。

　製造の倍加と販路拡大に向けて忙しく、全体が集まって話し合う時間がほとんどなかったが、若手職員の熱意と行動・高いモチベーションに、言葉では表現できないほどのエネルギーを全員が感じて、ぜひとも目標達成しなければならないと志を同じくした。この事業を進めることで、クローバーハウス内のチームワーク、法人全体のチームワークが高まっていった。


　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

　利用者には、まず毎月行われる全体ミーティングで工賃ステップアップモデル事業の説明を行った。クローバーハウス利用者より法人内の他作業所利用者に反響があり「自分たちも5万円ほしい」「そんなに働いたら病気が再発する」「クローバーハウスに替わりたい」など直接話しに来られた。クローバーハウスの利用者はむしろ冷静で「がんばって働こう」という人はいなかった。精神障害者は、急激な変化に弱く、私たちからみて良い提案に思えても利用者には抵抗感があり、今のままで満足という人が多かった。平成19年１月から工賃が24,000円になると「クローバーハウスで働いて良かった」「働いて給料を貰った感じがする」と言われた。

　家族は、病気の再発を心配し無理させないでほしいとの要望が強く、特に賛同は得られなかったが、徐々に工賃が上がり休まず出勤するようになると、事業の評価をしてもらえるようになった。年末に、パンのサポーターズクラブ結成についての説明と年明けに発足パーティーを開いたときもあまり反応がなくて心配した。しかし、会員となっていただいて定期的にパンをお届けしていくうちに、施設での取り組みや作業のようす、事業への理解などが進んだように思う。利用者の平均年齢が高く、家族への協力依頼も難しいと考えていたが、もっと積極的に情報発信をすればよかったのかもしれないと反省している。


２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示して執筆

　プロジェクトチームとしての名称は無かったが、法人全体一丸となって取り組んだ。その結果、それぞれ自分の役割が明確となり、さらには組織力向上にも繋がった。

　製造部門では、パン職人である専門職員が持病のため常勤から嘱託契約に切り替えとなり、生産上痛手にもなった。しかし、専門職員がアドバイザー的な役割を担い、代わりに若い職員が製造技術力アップ研修に参加し、生産の中心となるよう体制を整えた。

　営業（販売）部門では、販路拡大に向けて職員が手分けをして総力戦で取り組んだ。営業の研修会にも参加し、作業開拓のノウハウも学んだ。また、コンサルタントはもちろん、地域ネットワーク会議の構成委員の方々や地元メディア等、多くの外部協力を得られることができた。
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　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、など

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	１
	平成１８年

８月２８日～

８月２９日
	作業開拓指導員研修会　　参加（特定非営利法人日本セルプセンター主催）
	利用者工賃アップのための作業開拓と営業促進に関しての研修。

「工賃水準ステップアップモデル事業」の実施施設に選ばれ、学習が実りあるものとなった。
	職員１名
	

	２
	９月２５日
	・めいきん生協小幡店（ベーカリーコーナー）見学

・敷島製パン株式会社（刈谷工場）見学

・通所授産施設ハーミット見学
	冷凍生地使用についての

検討。パンを主軸とした生

産に向けて目標がさらに明確となった。
	施設長

職員１名
	コンサルタント同行

	３
	１０月１６日～

１０月２７日
	・敷島製パン株式会社（ベーカリーアカデミー）参加
	冷凍生地使用についての検討と技術力向上の目的で参加。合宿形式で、充実した研修であった。新作パンのアイデアの基となっている。
	職員１名
	

	４
	１１月１５日～

１１月１７日
	・東海北陸社会就労センター研究協議会「富山大会」参加
	他施設の取り組みや、最新の福祉情報について学ぶ。他施設の職員からの協力体制が得られた。
	統括施設長

職員３名
	

	５
	１１月２１日
	マルゼン「ベーカリー講習会」参加
	さらなる技術力向上のため参加。新作パン開発の参考にもなった。
	職員１名
	

	６
	１１月２５日
	三重県社会就労センター協議会講演「障がい者の給料はこうすれば上げられる！」参加
	当施設の現状と照らし合わせながら、頭の中を整理する機会となった。利用者工賃アップの必要性を更に感じることとなった。ネットワーク構成委員にも参加してもらえ、理解が深まった。
	統括施設長

施設長

職員１名
	

	７
	３月１日～

３月２日
	社会就労センター長研修会
	工賃ステップアップの重要性を再確認した。
	統括施設長
	


（2）モデル事業に基づく工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したか
	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員３名
	平成１８年

８月３０日
	・コンサルタントとの顔合わせ、施設見学案内

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員３名
	９月４日
	・コンサルタント訪問（現状分析等）

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員１名
	９月１３日
	・事業事前説明会出席（コンサルタント同行）

	Ｓ．Ｆ
	社会復帰指導員

・他職員１名
	９月１５日～

２０日
	・地域ネットワーク会議構成委員依頼および挨拶回り　　　　　

	Ｎ．I
	施設長

・他職員３名
	９月２０日
	・コンサルタントと午前中打ち合わせし、午後からジャスコ津南店へ（販売交渉）　

	Ｍ．Ｎ
	社会復帰指導員

・他職員５名
	９月２１日
	・冷凍パン説明･指導（パン業者来所）

	Ｓ．Ｆ
	社会復帰指導員

・他職員２名
	１０月５日
	・経営会議（コンサルタント来所）

・ジャスコ津南店への営業（イエローレシートキャンペーンの加入登録。パンの販売交渉）

	Ｓ．Ｆ
	社会復帰指導員

・利用者３名
	１０月１１日
	・ジャスコ津南店「イエローレシートキャンペーン」への参加（広報活動とパンの販売）

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員１名
	１０月１８日
	・「第1回地域ネットワーク会議」事前打ち合わせ（コンサルタント来所）

	Ｎ．Ｉ
	施設長

· 他職員３名

· 利用者１名
	１０月１９日
	・第１回地域ネットワーク会議開催

	Ｎ．Ｉ
	施設長

・他職員１名
	１０月３０日
	・午前中、コンサルタントと打合せ（1，000万円の壁

等について）

	Ｎ．Ｉ
	施設長

・他職員１０名
	１１月７日
	・丸紅株式会社より移動販売車の贈呈式

	Ｔ．Ｎ
	事務員

・他職員５名
	１１月８日
	・オーブン、ミキサー移動導入

	Ｎ．Ｉ
	施設長

・他職員１名
	１１月９日
	・コンサルタントと打合せ

	Ｍ．Ｎ
	社会復帰指導員

・利用者２名
	１１月１１日
	・ジャスコ津南店「イエローレシートキャンペーン」への参加、販売

	Ｎ．Ｉ
	施設長

· 他職員３名

· 利用者１名
	１１月１３日
	・第２回地域ネットワーク会議開催

	Ｙ．Ａ
	事務員
	１１月２７日
	・パン丸め機導入（見積もり→設置）

	Ｎ．Ｉ
	施設長

・他職員３名
	１１月２９日
	・コンサルタントと打合せ（チラシについて）

	Ｓ．Ｆ
	社会復帰指導員

・利用者３名
	１２月１１日
	・ジャスコ津南店「イエローレシートキャンペーン」への参加、販売（コンサルタント同行）

	Ｙ．Ａ
	事務員
	１２月１３日
	・パン移動販売車納入

	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	Ｔ．Ｎ
	社会復帰指導員

・他職員５名
	１２月１４日


	・パン作業室整備（５Ｓの実施）

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員１名
	１２月１５日
	・中間報告会出席（コンサルタント同行）

	Ｎ．Ｉ
	施設長

・他職員１名
	１２月２５日

～２９日
	・コンサルタントと打合せ（サポーターズクラブ「キ

ックオフ大会」の準備）

・新聞社訪問、記事依頼

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長
	１２月２６日
	・松田市長より激励をいただく

	Ｔ．Ｎ
	社会復帰指導員

・他職員２名
	１２月２８日


	・パン発酵器導入整備

	Ｓ．Ｆ
	社会復帰指導員

・他職員１３名
	平成１９年

１月５日
	・メキシコレストランにて、サポーターズクラブ「キックオフ大会」開催（第３回地域ネットワーク会議）

	Ｓ．Ｆ


	社会復帰指導員

・他職員１名
	１月９日

～
	・パンセット営業活動開始

	Ｓ．Ｆ


	社会復帰指導員

・利用者２名
	１月１１日

	・ジャスコ津南店「イエローレシートキャンペーン」への参加、販売（コンサルタント同行）

	Ｓ．Ｆ


	社会復帰指導員

· 他職員、利用者
	１月１５日

	・週替わりパンセット配達スタート


	Ｙ．Ａ
	事務員
	１月１９日
	・販売用ユニフォーム購入

	Ｎ．Ｉ
	施設長
· 他職員１名
	１月２２日

	・コンサルタントと打合せ


	Ｎ．Ｉ


	施設長
・他職員３名
	１月２５日

	・第４回地域ネットワーク会議開催


	Ｈ．Ｎ


	社会復帰指導員
・他職員２０名
	１月３０日

	・第１回新作パン試食会開催



	Ｍ．Ｔ
	理事長

統括施設長
	１月３１日


	・野呂知事より、パンへの評価をいただく

	Ｙ．Ａ
	事務員
	１月３１日
	・特注のぼり旗納入

	Ｓ．Ｆ


	社会復帰指導員

	２月１日


	・ジャスコ久居店への営業（イエローレシートキャンペーンの加入登録。パンの販売交渉）

	Ｋ．Ｈ
	事務員
	２月９日
	・販売用保冷エコバッグの導入

	Ｍ．Ｎ


	社会復帰指導員
・利用者２名
	２月１１日
	・ジャスコ津南店「イエローレシートキャンペーン」への参加、販売

	Ｎ．I


	施設長
・他職員１名
	２月１３日

	・経営会議（コンサルタント来所）


	Ｎ．I
	職員全員
	２月１４日
	・職員アンケート実施

	Ｈ．Ｎ


	社会復帰指導員

· 他職員２０名
	３月２日
	・第２回新作パン試食会開催（コンサルタント来所）

	Ｙ．Ａ
	事務員


	３月５日
	・パン「サポーターズクラブ」郵便振込み伝票用意（200枚）

	Ｎ．Ｉ


	施設長

・他職員１名
	３月１２日
	経営会議（コンサルタント来所）

	Ｆ．Ｍ
	統括施設長

・他職員２名
	３月１９日
	事業報告会（コンサルタント同行）


３．モデル事業における効果の検証

① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）
　「先生（主治医）からあまり仕事をしないようにと言われた」といっていた利用者が「働かないと給料がもらえない」と休まず出勤するようになった。時給が上がり、一人ひとりの工賃も増え、利用者の労働意欲の向上に繋がった。

　家族と同居をされている人は「今まで、自分の収入について考えたことはなかった。両親と暮らしているので給料は母に全部渡し、小遣いを貰っていたから生活には困らない。母は給料が上がってよかったねと喜んでくれた。自分の楽しみは食事の時にビールを飲むこと、これは自分で働いたお金で飲んでいるという感じがして嬉しい」と言われた。ようやく家族も働くことの意義を認め、喜んでもらえた。自分で働いた収入が増えることで、年金や家族からの援助だけで暮らしていないという誇りも持てた。毎日働いて24,000円の給料明細書を貰うことは、自身の価値と生産活動参加への意欲を高め、家族や社会の構成員としての自覚も芽生えた。

　しかし、良いことばかりではなく、意欲の低下した人に誇りを持って生きることや仕事の喜び、やりがいを感じてもらうためにどうすれば良いのか、作業に関わる職員には日々悩みが尽きない。

（利用者からの声）

・ 賃金が上がったことは良かった。

・ 工賃５万円を貰えれば嬉しいが、まだしっかり働けないのにがんばらなければいけないような気がして負担になる。

・ お金は気にしていない。ここではゆっくりしたい。

・ 以前よりも仕事量が増えたが、工賃アップは助かります。

・ パンの仕事量がきつくなった。午後になると体がえらくなる。

・ 給料が上がればやる気も出る。

・ 無理をすると体を壊す。Drは仕事をしなくてもいいと言っている。

・ パンの販売も苦手、洗い場も嫌です。

・ 病気が安定して毎日来れる人はいいが、自分は仕事が出来ても日数や時間数が少なく満足できる工賃はもらえない。

・ 工賃のアップはありがたいが（自分は受託作業をしているので）パンから補充してもらうと思うとすっきりしない。

・ 良いと思う。仕事に張り合いができた。

ミーティングの時にも「Drから、クローバーハウスでゆっくり過ごしなさい」と言われたと発言する利用者が多い。病気を持ちながら体調をコントロールすることの大切さを自分で知っている。無理をせずに休養も必要なことや働くことの意味が一人ひとり違うことを再確認した。在宅で家族と暮らしている人にとっては、工賃アップよりゆっくりとしたい気持ちが強いが、ケアホーム・グループホームで暮らす人や将来地域で暮らす目標を持った人は、経済的な自立を考え工賃アップを喜ばれた。

「メンバーさんの暮らしを保障するために、壮大な目標を掲げて、果敢に事業に取り組んできたクローバーハウスの努力はすごいと思います。サポーターズクラブや新作パンの提案等で、工賃収入が2万円を超える人が出てきて驚いています。実際に工賃を得たメンバーさんの表情が変わってきて、収入を得る喜びが生きる喜びに繋がっていると実感しています」。このように、同法人内の生活訓練施設「朝海ハイム」の職員は、仕事から帰ってきた利用者の輝いた表情から喜びを感じ取った。クローバーハウス内では、疲労し愚痴も言うが、生活の場に戻れば、仕事をして疲れることも誇りとなり、５桁の給料明細書を誰かに見てもらいたいくらい嬉しいものとして受け止めている。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

　職員は、新聞・ニュース・インターネット等を通じ自立支援法の学習をし、障害者の置かれている厳しい状況に胸を痛めている。利用者の負担増がサービスの利用中止となり、その結果サービスの低下や施設の閉鎖となれば、引きこもりの障害者を増やすことにもなるし、職員の職場を無くすことにもなることが予測される。

　何かしなければ、しかしどうすればいいのか、歯がゆい気持ちでいた時に、全国で６ヶ所の工賃水準ステップアップモデル事業所に選ばれ、幸運としか言いようがない。経営のプロ、地域の関係機関や支援者と現場とが知恵を出し合っての企画を進める中で自分たちの事業の活動や状況を確認しつつ、仕事を前向きに捉えていくことができた。「お客様に喜んでいただき、そしてまたそこからお客様を紹介してもらうこと、それにはおいしいパン、魅力あるパンを作ることにあると思います」。これは、製造責任者の言葉である。上司より言われてする仕事ではなく、自らが何をすれば障害者の就労支援に繋がるか、生活保障の役に立つかを見定めることができるようになった。互いに仕事をカバーしあって働きながら、他の部門の仕事も理解していった。営業は製造部門ががんばってくれるからと言い、製造は営業のおかげと互いに評価し合いチームワークが良くなった。多忙を極めた５ヶ月間、全員がそれぞれのプライベートな時間も使いながら、一生懸命仕事に向かった。忙しく働きながらも、利用者も含め自分たちの職場をどう改善すれば効率良く働けるか、次々提案していった。

（職員側からの視点）
・ 毎日通って来られる利用者の得意なことや苦手なことを理解し、スムーズに作業ができるように段取り良く考えて、また明日も仕事をしようと思ってもらえるよう努めていきたいと思う。

・ 自分たちの働き方で、利用者に工賃が支払われる仕組みを改めて実感した。

・ セットパンの数量が増えるにあたって、お客様に迷惑がかからないよう、数量設定・製造・仕分けそれぞれの連携なしにはスムーズに仕事が運ばない。連携の大切さを痛感した。

・ 少しの時間でも話し合いに時間を持ち、改善できるところは改善し、無駄のない仕事が出来るよう全員で力を合わせることがセットパン販売の成功に繋がると思う。

・ 夢と希望を掲げて、目標（今回は、工賃アップ）に向かって努力、気力を最大限発揮して熱い心で前向きに進行すれば、達成可能と信じます。

・ 工賃アップは、利用者・職員の生活保障の必須条件である。そのためには工賃水準ステップアップモデル事業には、全員が一丸となって取り組まなくてはならないと思う。

・ 職場内での開発部門・配達部門に責任者を設けて、各セクションで責任と所在をはっきりしておかないと大きなミスや事故に繋がる。

・ 代表者への配達の時には、全員にお礼のメッセージをお渡しし、お客様の心をがっちりとつかむことが大事。

・ 今まではパンセットの数を増やすことだけに力を注いできましたが、これからは継続して購入していただくために何をするべきかを考えることが重要です。

・ 発注等、大きく伸ばしている中で、発注から配達までの流れをもう少し効率よく、ミスを無くせるよう見直してはどうかと考える。

　パン職人さんからは「具体的な案を、幾多作成し、実行をしていかなければなりません」と５つの具体的な提案が明示された。職員一人ひとりしっかりと目的を持って仕事にあたっていることが良く解り、仕事への熱意が伝わってきた。ただし、事業は順調に遂行されたのではなく、幾多の葛藤を経て、それでも利用者が誇りを持って地域で暮らすために自分たちは何をすれば良いのか考えながら仕事をしてきた。その思いは、別紙に添付したのでぜひ読んでいただきたい。「夢の郷」は良い人材に恵まれて事業を進めることができたが、職員には相当な無理をさせてきた。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのか

　福祉職場は、ケア中心のマニュアルに沿ったものではなく、自分たちも経営に参画しているという意識が芽生えてきた。職員全員参加のＱＣ研修で「私は船長」としてどういう行動をとるかの演習を行ったが、ようやく現場で活かすことができた。

　事業を進めることで忙しいが、みんなの心が一つになり、ようやくクローバーハウスの理念を求める時期にきた。それまでは、法人として経営理念はあったが、授産施設「クローバーハウス」としての理念についての協議はなかった。特定の人にしか出来ない仕事を無くし、マニュアル化をすすめ、誰に代わってもスムーズにできるようになりつつある。

　利用者の工賃を上げるための事業振興を進める中で、職員一人ひとりが自らの目標を設定し達成すべく協力しながら組織を強力なものとしていった。今も、協力して仕事をする提案や工夫が随時行われている。工賃ステップアップ事業は、製造と販売に関わる職員だけでなく、事務方の力も借りた。顧客リスト・配達ルート・ラベル作成・一括表示・セット内容の表示等、事務方の応援無くして事業が進展しないと思ったほど、陰の力は大きい。今でも、「配達ルートの改善委員会」や「新商品開発部会」と称する自主的な改善サークルが活躍し、セット販売個数が増えても混乱しないようにと準備している。

　工賃アップは、クローバーハウスで実施したが、同法人内の小規模授産施設「いすず工房」も工賃アップをした。そして、衛生管理の推進で作業室以外の施設内のどこもきれいになった。不要なものを片付けることで安全な作業場となり、作業室も廊下も今までより広く感じられる。職員全員が「障害者の幸せのために働く」ことを目標にし、それぞれの役割からどうすればよいかを考えるようになった。

　工賃アップを目指した「サポーターズクラブ」を発足させて、メディアに載せたことの宣伝効果は大きかった。夢の郷のパンが法人や施設の存在をアピールしてくれた。バザーやイベントの出店も、主催者側から依頼が来るようになった。現在290セットものパンが地域に配達され、障害者への支援の輪が広がった感じがする。


４．コンサルタントに対する評価
	　八木氏は企業コンサルタントということであったが、福祉施設の中でも授産施設の特殊性については良く理解されていた。収入を上げるためには、障害者への働きかけからではなく、職員の意識改革から手がけ、職員間でギクシャクしないような体制作りを基盤にして進めてもらえた。知的障害者授産施設で取り組まれた経験を活かし、福祉現場が直面している課題にも共に考えていこうと言われたので職員は安心してなんでも相談することができた。

　また、終始具体的な達成目標とそこに至る考え方を明示され、数値で提案されたので解りやすかった。理解するまで時間がかかるときは、施設側の考える機会を作り、待つ時間を作ってもらえたことが良かった。時には考え方の相違で衝突もしたが、そこまで互いに本音で話し合える関係づくりができていたためであったと思う。「職員のやる気のなさとは付き合いきれない。一緒に厚生労働省へ行って、モデル事業を辞退しよう」と激怒されたこともあった。辛かったが、施設への強烈なエールと受け止め、そこからまた出直した。

　職員は利用者の工賃を上げたいとは思っていたが、今まではそのための方法がわからなかった。福祉職は営業を学んだことがなく、施設内での労働が多いため普段から動きやすい服装で仕事をし、外見にはあまりこだわらない。服装・挨拶等の初歩的なマナーから企業へのアタックの方法やバイヤーとの交渉・商談に至るまで同行してもらう中から、営業の実際を学ぶことができた。今回、八木氏より、現状分析や販売促進の方法を伝授してもらったが、接遇・営業を実践という形で学んだことは、これからの社会福祉法人　夢の郷・クローバーハウスにとって大きな財産になると確信する。デスクワークから得られる知識より、コンサルタントが共に行動していただけたことが職員には力強く感じられた。

　専門職から適切なアドバイスを受け、工賃アップを図ることができ、そして、職員の能力アップと組織力アップも図れた。この3つの成果を得たことは、八木氏の功績によるところが大きいと感謝している。感性豊かなコンサルタントに出会えた縁を大切にしていきたい。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	　まず第一番の反省点は、目標管理が出来ていなかったこと、目標は早くから決まっていたが課題と方策がしっかり立っていなかった。目標のみ定めても、それをいかに達成するか計画的に十分検討するノウハウがなかったこと、時間が短かったこともあるが、リーダーの勉強不足であることは明白である。

次に、収益を上げるということは、どうしても生産スピードを上げることにもなり、これについていけない利用者が、生産現場からいなくなっていくことにもなった。利用者の工賃は上がったが、売上げや生産性の向上のために、工賃アップを望まない利用者の仕事をする誇りと喜び、生産技術を活かす場を狭めてしまったことが悔やまれる。

　また、現場が忙しすぎて職員が何に困っているのか、どう考えているのか、やってみてどうだったかの振り返りも出来なかった。また、上司がどんな意図で過酷とも言える仕事を命令しているのか、全体にうまく伝わっていなかった。伝える方法も、努力も希薄だったように思う。情報伝達が大切なことはわかっていたが、現状は不完全な伝達しかできなくて申し訳なく思っている。他の部署の応援も頼みながら、もっとコミュニケーションを図る機会を作るべきであったと深く反省する。

　そして、生産性を上げる一方で、ハードな勤務体制では体を壊してしまう心配も出てきた。他の部署からの応援体制やパート職員の増員も図ったが、毎日が忙しかった。時間に追われ慌ただしい雰囲気に、繊細な心を持つ障害者が萎縮したり、居心地が悪くなるような職場にならないよう気をつけたが、利用者にとっては、どうだったのか気になる。

　しかし、パン販売により顧客の獲得ができ、同時に障害者への理解を深めることとなり、地域での自立生活促進となった。障害者への理解を求める活動もしてきたが、パンがその役割の一端を担ってくれ、共に暮らす街づくりができるという明るい見通しもついた。


６．19年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算など

　現時点では、19年度末の数値目標は達成できる見通しではあるが、その後の倍化はかなり厳しいものがあると予想される。前半の意識改革や営業の手順に費やした労力を、製造・新商品開発と顧客管理に向けていかないと事業の拡大はない。

　また、短時間で事業展開をしたため、ようやく書類整理等をはじめたばかりである。この半年間では出来なかった会議や協議に至る積み重ね等の見直し、問題や課題、アイデアの整理など次年度からの参考にしておきたい。今頃になって遅いが、どのようなプロセスで目標達成に取り組んだのかを整理し明確にしておき、次年度の事業の推進をより良いものとしたい。忙しい時こそ、学習を通して意識向上を図ることが必要であるが、現実にはそれができなかった。ようやく時間をかけて施設・職場の今後のあり方について学習会をもつ時期にきた。

　ネットワーク会議は今年度で終了するが、試食会や報告会という形で存続することになった。事業はまだ半ばで、終了したわけではないが、構成委員の方はとりあえず目標達成に安堵されている状況である。

今後も、長期的に障害者の経済的支援をしていただけるようにネットワークを強化していきたい。三重県でも工賃倍増計画支援事業を進めるのであれば、それも活用しながら最終目標達成まで頑張りたい。


７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなど

　工賃アップがなぜ必要なのか、明確な視点を持ち続けていかないと、事業を進めることは絶対無理である。福祉のための8時間労働というそれまでの考え方では、職員間に不満が出てくる。まず意識改革が必須条件だと痛感した。新たに工賃水準ステップアップ事業をはじめるときは、施設の理念や運営方針の確認から始めるとスムーズにいくのではないかと思う。それと同時に、施設側も経営に関する事前の学習が必要と感じた。専門職・プロとの協議の中で何をいわれているかわからないようではプロの感性を吸収することができにくい。また、経理も重要で、毎月きちんと経営分析をしていかないと事業の全容が見えてこない。経理状況を冷静に見て、収支バランスをチェックすることが重要となる。

　工賃アップは、とても大変なことだが、新しい発想のもとで、何をしようか何ができるか毎日考えるチャンスをもらった。その結果、目標を持ち、実現に向かって努力していくことは楽しみでもあった。工賃アップは、事業所の能力向上にも繋がる。しかし「工賃水準ステップアップモデル事業で、体調を崩した。もっとゆっくりしないと体をだめにしてしまう。この事業のために職員は苦しんだ。現場はもういっぱいいっぱいでしたくない」という声も聞く。利用者の生活の質の向上と職員の生活の質の向上は反比例なのか、利用者へのサービスの質を良くするためには、職員の労働はよりハードとなり、ゆとりが無くなるような気がする。工賃アップのために職員が忙しく走り回ったり、落ち着かなかったり苛々したりすれば、利用者は不安になる。できれば、職員のメンタルケアを含んだ健康管理のためにも、初年度だけでも推進のための職員の増員をお願いしたい。

　また、職員は頑張っても現状のままで仕事を増やすと、現場が手薄になり事故の心配も出てくる。クローバーハウスでも、気を付けていたが、一時期事故やトラブルが続いた。定期的な部署会議・ケースや作業に関することなど、重要な情報が伝わらず連携が取りにくくなってしまう。事故を未然に防ぐためにも今まで以上に緊張感を持って、利用者への見守り・目配りを怠ってはならない。


工賃ステップアップモデル事業について

通所授産施設クローバーハウス　中森　茉理

　　工賃ステップアップ事業のモデル施設に選ばれてから、確かにとても忙しくなった。しかし、これがなければここまで工賃アップのために職員が頑張れなかったかもしれないと思うと、厳しかったけれども自分たちを成長させてくれたひとつのきっかけとなったと感じる。利用者にとっては、給料アップのためとはいえ、急激に忙しさが増し、とても負担が大きくなっている。最初は頑張っていた人も、そろそろ体力的・精神的につらい状況が見られるようになってきた。揺れる気持ちを文章にすることで職員に訴えかけるメンバーもいた。一般社会で働きたい気持ちがあり通リハを利用しても、クローバーに毎日通ったほうが高い給料を得られるという現実を目の当たりにして、葛藤があることがわかる。

　　モデル事業を進める上で、一番大変に感じたのは職員の意思統一だった。

　ある程度経験のある職員はいろいろな大変な未来が予想できるだけに新しいことに踏み切ることに抵抗が強い。若い職員はどんどん前に進めようとするが、計画性や慎重さに欠けるところが多い。このそれぞれの特徴が互いをカバーし合うという風に働けばよかったが、それがうまくいかず、逆に反発しあったのは、何度でも工賃アップの内容を確かめ合うことだったのではないかと思う。絶対的に、話し合う時間が少なすぎたと思う。クローバー職員全員に地域ネットワーク会議や、コンサルタントの先生との話し合いにも入ってもらうか、クローバーの職員全員で意見を交換する場を持つよう、担当あるいは上司の立場から職員をまとめてもらいたかった。

　　パンの製造に関しては、冷蔵の生地や機械導入などによってずいぶん生産量が伸びたと思う。しかしパンセットという形での販売に移るに当たり、下準備が整わないまま、半ば見切り発車でスタートしたために、問い合わせいただいたお客様にご迷惑をおかけしてしまった。自分は、パンの製造と計画、営業など性格の違う方面にそれぞれ関わってしまったため、すべてに対して中途半端な働きになってしまったことが反省点である。出来るだけ、担当決めはしておかないと、お客様の信頼も失うし、自分たちの首も絞めることになってしまうと感じた。担当者不在でも対応できるように、それぞれの担当には２人以上をつけるほうが良いと思った。

　　ありがたいことに、パンセットの注文がずいぶん増えた。目標数も着々と生産が追いつかなくなってきているので、パンセットの配達が午後いっぱいかけて行うということから、菓子パンの出来上がり時間は、数が多くても少なくても１３：００までである。そのため数が増えたらさらに早く出てくるということは当然になってくる。しかし、パン工房の仕事の流れがわかっている職員が限定されているため、パン担当で早出をしたものは必然的に12時間労働になっているという現状。最初は何とかできたことも、「一度はできたから」といって続けることが体力的に難しい。自分たちにはもっとパン生産を増やしたい、賃金5万円を達成したいという思いがあるのに、自分の体が追いつかないというジレンマを抱えている職員が多いと思う。これだけの大きな事業をやるには、少なすぎる人員であるとやはり感じてします。早番の職員が交代できる要員の養成をして、上手く流れを作ることができないか。現状では、営業班も生産が可能かどうかが気にかかり、注文をとりづらくなっている。

　　現場が混乱する理由として、対面販売が残っていることも挙げられる。これによって一日に作るパンの種類が増え、必要となる時間帯もばらつくため、製造と仕分けが非常に混乱する。対面販売の日を検定するか、販売に用意するパンの種類をパンセットと同じものに限定するなどの方法を考えたい。































